
  
校 訓 「明るく・元気に・のびのびと」 池島小中学校便り  NO.２６ R4 .８ .30   

 

教育目標 「愛顔でより良い未来に向かって努力する子供の育成」   文責：校長 

 

8 月９日長崎原爆の日、池島小中学校で「平和祈念集会」を行いました。

この集会に向けて、３名の児童生徒は、被爆遺構巡りや平和キャンドルづ

くり等を通して、平和についての学習を進めてきました。この集会の中で、

その学習発表の他、平和キャンドルの点火やクスノキの合唱、池島小中学

校平和宣言、平和祈念式典の視聴や黙とうを行うことで、平和を希求する

気持ちを高めるとともに、家族や学校、地域等身近なところで、具体的に

平和を自分たちでつくりだしていくとはどんなことかを考えました。     

 

「自分からあいさつや返事をする」、「時間を守る」、「だれとでも笑顔

で接する」、「自分がされて嫌なことはしない、言われて嫌なことは言わ

ない」、「自分だけでなくみんなのこと、相手の立場のことを考えて言動

する」、「誰かがやるだろうではなく、その誰かに自分がなる」など、ま

ずは、家族のために、学校のために、池島のために「私たちには何ができ

るのか」を一人一人が考え、そして実行していく・・、 

校長講話でも、「平和ってすてきだね」の絵本を通して、 

「平和を唱えるだけでなく 平和を身近につくりだせる人になる」 

ことを考えています。一人一人の積極的な実践を願っています。                   

 

８/９ 平和祈念集会 
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「池島

い け し ま

小中学校
し ょ う ち ゅ う が っ こ う

 平和
へ い わ

宣言
せ ん げ ん

」 

1945 年８月９日。今
い ま

から７７年前、長崎に一つの原子
げ ん し

爆弾
ば く だ ん

が

投下されました。多く
お お く

の人々
ひ と び と

の大切
た い せ つ

な命や平和な日常
にちじょう

が一瞬
いっしゅん

で

奪
うば

われました。この悲しみや苦しみを二度と繰
く

り返さないために、

日本は、これまで平和を守り続けてきました。 

しかし、世界に目を向
む

けるとどうでしょう。今、私たちが生活

している地球上
ち き ゅ う じ ょ う

で戦争
せ ん そ う

や紛争
ふ ん そ う

、テロ
て ろ

が起
お

き、多
お お

くの人々
ひ と び と

の命
い の ち

が奪
う ば

われています。多く
お お く

の子ども
こ ど も

たちが、学校
が っ こ う

で勉強
べ ん き ょ う

したり、友だち

と話したり、ご飯をおなかいっぱい食べたり、おうちの人
ひ と

と一緒
い っ し ょ

に暮
く

らしたりできず悲
か な

しい思い
お も い

をしています。当
あ

たり前
ま え

にあった

平和
へ い わ

な日常
に ち じ ょ う

をすべて奪
う ば

われ傷
き ず

ついているのです。貯水槽 

戦争
せ ん そ う

は、人
ひ と

を笑顔
え が お

にしません。幸
し あ わ

せにもしません。みんなが笑顔
え が お

で幸せ
し あ わ せ

であるために、次
つ ぎ

の４つの平和
へ い わ

宣言
せ ん げ ん

を発表します。 

一.へいわとは、じぶんがいつもえがおでいること。 

→それは、じぶんがえがおでいればまわりもえがおになるから。 

一.平和とは、ダンスをすること。 

→それは、ダンスする人も見る人も 

笑顔になり、幸せな気持ちになるから。 

 

一．平和とは、安心して眠れること。 

→それは、屋根がある家に住め、３食きちんとバランスよく食べ

ることができ、明日のことを考えて眠れる日常に感謝するこ

と。 

一．平和とは、人が人を思いやること 

→それは、ゆずり合う心や助け合う心をもち、行動へうつすこ

と。 

困っている人がいれば声をかけ、泣いている人がいたら励ま

すこと。 

私たち池島小中学校には、「愛顔」という目標があります。「愛

顔」とは、「周りの人たちをまきこみ幸せにする笑顔や行い」のこ

とです。この４項目の平和宣言文を私たちが多くの人に発信し、

愛顔いっぱいな世界になることを信じ、池島小中学校の平和宣言

文としてここに宣言します。 

令和４年８月９日 池島小学校 児童  池島中学校 生徒 

 



  

「平和学習の振り返り」 

池島小学校 ２年 児童 

自分が笑顔でいれば、周りの人も元気になったり、笑顔になりま

す。戦争は、いけない。けんかをしても、すぐ仲直りする。人と人

がけんかをして、悪いことをすると戦争になります。けんかやダメ

なことなど、悪いことだってわかっていてもやってしまう・・、そ

ういうことをしないようにします。楽しく遊んで、楽しく生きれば、

家族も友達も学校の先生もうれしくなって、平和に生きることがで

きると思いました。 
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教育目標 「愛顔でより良い未来に向かって努力する子供の育成」   文責：校長 

 

「平和学習  児童生徒の振り返り」 
家族のために、学校のために、池島のために 

「私たちには何ができるのか」を考え、実行していく・・ 

「 平和を唱
とな

えるだけでなく  

平和を身近
み ぢ か

につくりだす人に 」 

 
 

「平和学習の振り返り」 

池島小学校 ４年 児童 

世界を平和にするために、自分にできることは、みんなに平和に

しようと声をかけたり、それを行動にうつすことです。例えば、み

んな仲良くけんかは話し合いで解決したり、助け合って笑顔で生活

することです。このような行動を続けて発信していくことで、平和

をつくっていきます。 

  



 

 

  

小学生発表

中学生発表 

黙とう

キャンドル点火 

「平和学習の振り返り」 

池島中学校 １年 生徒 

平和集会にむけてがんばってきたことは、調べ学習です。永井隆

記念館や平和祈念像に行って調べました。平和集会では、世界の核

兵器の保有数を表している新聞や永井博士のことなどについて発

表しました。これから平和な世界であり続けるために、自分ででき

ることを少しづつやっていきたいです。 

  



 

 


